
 

 

 

施設整備の基本方針（案） 

 

１ 安全安心かつ安定的にごみを処理する施設 

・ 市民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るため、安全安心かつ安定的にご

みを処理できる耐用性に優れた施設を目指します。 

・ 情報を積極的に公開することで、市民のごみ処理に対する理解を深め、市民に信

頼される施設を目指します。 

   

 

２ 周辺環境との調和に配慮し、循環型・脱炭素社会の実現に寄与する施設 

・ 信頼性の高い排ガス処理設備や排水処理設備を導入するとともに、最適な運転管

理を行うことにより、優れた環境性能を有する施設を目指します。 

・ ごみ焼却の余熱を最大限に利用し発電や熱供給を行うことにより、循環型・脱炭

素社会の実現に寄与するとともに、地域のエネルギーセンターとしての機能を有す

る施設を目指します。 

・ 循環型・脱炭素社会の実現に向けた環境学習機能を有する施設を目指します。 

   

 

３ 経済性に優れた施設 

・ 建設から運転管理に係るライフサイクルコストの低減と公共サービスの向上を図

るため､優れた運営能力と技術力を有する民間事業者を活用する施設を目指します。 

・ 信頼性や耐久性の高い設備を導入し、長寿命化に留意した施設を目指します。 

   

 

４ 災害に対して強靭な施設 

・ 強固な耐震性能、浸水対策を施し、災害発生時においても稼働を継続することが

可能な施設を目指します。 

・ 災害や停電発生時においても自立稼働が可能となる燃料や薬品の備蓄を有し、災

害廃棄物の迅速な処理が可能な施設を目指します。 

・ 災害や停電発生時においても、電気や熱エネルギーを継続的に供給することによ

り、防災活動拠点としての機能や地域の避難所としての機能を有する施設を目指し

ます。 
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